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」
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飛
挑
に
つ
な
い
で
ほ
し
い
己
と
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
.
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税
制
H
行
事
と
し
て
、
印
刷
姐
「
村
お

こ
し
、
ま
ち
づ
く
り
」
の
耕
泌
を
開

催
、
講
師
に
は
、
斉
藤
次
損
先
生
を

招
い
た
も
の
で
す
。
先
生
は
、
東
北

大
学
社
会
学
科
卒
業
、
松
竹
(
株
)

に
入
社
、
映
画
プ
ロ
デ
ュ
サ
!
と

し
て
「
お
は
な
は
ん
」
「
切
腹
」
「
男
は

つ
ら
い
よ
」
な
ど
の
作
品
を
担
当
し

ま
し
た
。

講
演
内
容
は
「
自
分
の
ま
ち
を
ど

こ
が
ど
う
で
あ
る
か
を
見
る
必
要
が

あ
る
。
膝
史
が
あ
り
、
誰
れ
が
何
ん

の
目
的
を
も

っ
て
ど
う
し
た
か
、
こ

れ
か
ら
ど
う
す
る
か
で
あ
る
。
そ
こ

に
は
空
間
、
風
土
が
ど
う
あ
る
か
で

あ
り
、
町
全
体
的
安
の
中
で
ど
う
位

置
し
て
い
る
か
で
あ
る
。

そ
こ
に
独
自
性
が
あ
る
は
ず
で
あ

り
‘
条
件
は
不
変
で
あ
る
と
思
う
。

そ
こ
に
今
金
町
が
あ
り
、
こ
の
器
の

中
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

普
か
ら
見
る
と
中
昧
が
変
わ
っ
て

き
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
活
力
の
棋

こ
の
式
典
が
日
月
日
日
町
民
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
元
議
良
、

現
議
員
を
始
的
、
衆
議
院
議
員
、
道

議
会
議
員
等
四
人
が
出
席
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
に
先
だ
ち
、
歴
代
議
員

物
故
者
に
対
す
る
献
花
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

式
典
に
入
り
今
野
議
会
議
長
か
ら

式
静
が
あ
り
、
「
本
町
の
開
拓
は
江

戸
時
代
初
期
、
寛
永
年
間
に
お
い
て

利
別
川
上
流
に
て
砂
金
採
取
で
始
ま

っ
た
。
明
治
2
年
大
政
官
布
告
、
蝦

夷
地
を
北
海
道
と
改
め
、

日
力
団
師

郡
に
分
け
北
海
道
内
開
拓
使
が
設
置

さ
れ
た
。
こ
の
時
、
瀬
棚
、
太
柳
、

山
越
の

3
郡
は
兵
部
省
所
管
で
あ

っ

た
。
明
治
4
年
廃
藩
置
脈
に
よ
り
瀬

棚
、
大
椴
‘
久
述
、
奥
尻
の

4
郡
は

開
拓
似
直
特
と
な
り
、
函
館
出
張
開

拓
使
庁
の
所
管
と
な

っ
た
.

明
治
5
年
瀬
棚
郡
に
開
拓
山
間
取
所

• (. 

狐
と
な

っ
て
い
る
町
内
気
質
を
ど
う

し
て
き
て
い
る
か
|

|
自
分
達
が
何

を
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

わ
か
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
町
の
魅
力
が
発

見
さ
れ
て
く
る
。

本
当
の
町
づ
く
り
は
、
自
分
違
を

知
る
こ
と
で
あ
り
、
足
元
を
見
き
わ

め
な
い
と
出
発
で
き
な
い
。
精
神
が

母
体
で
あ
る
。

自
分
の
問
は
何
ん
で
あ
る
か
を
良

く
検
討
し
、
町
の
ね
ら
い
が
あ
り
、

歴
史
が
あ
る
。
次
の
時
代
を
ど
う
す

れ
ば
良
い
か
を
皆
ん
な
に
わ
か

っ
て

も
ら
う
こ
と
で
あ
り
、
今
金
町
の
個

性
、
特
色
を
ど
う
進
め
て
行
く
か
で

あ
る
。
自
分
逮
は
ど
う
し
た
ら
良
く

な
る
か
、
人
と
人
と
の
連
体
感
が
あ

れ
ば
住
み
や
す
い
と
一
冨
っ
た
政
策
が

で
き
な
い
。

町
づ
く
り
の
基
本
は
、
良
惑
を
あ

ら
い
だ
し
、
出
発
点
に
す
る
必
要
が

あ
る
。
内
政
の
活
性
化
の
袈
因
で
あ

り
、
様
々
な
個
性
と
特
徴
を
発
見
、

そ
の
要
素
を
だ
し
て
行
く
・
」
と
だ
。

附
発
的
な
カ
は
い
や
で
も
外
か
ら
お

し
ょ
せ
、
変
化
が
で
き
て
く
る
。
そ

れ
を
ど
う
す
る
か
で
あ
る
。

自
分
の
町
の
キ
ヤ

y
チ
フ
レ
ー
ズ

を
出
せ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
不
利
を
活
用
し
た
特
徴
づ
く

り
、
自
然
を
活
用
し
た
目
標
が
あ

っ

た
ら
良
い
の
で
は
な
い
か
。

歴代議会議長表彰式

町
づ
く
り
は
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の

が
重
な
り
あ

っ
て
山
来
あ
が

っ
て
い

る
。
自
分
の
仕
事
を
通
し
て
町
を
知

る
こ
と
が
町
づ
く
り
の
根
本
で
あ
る
。

町
づ
く
り
に
は
、
種
々
の
ネ

Y
7
が

出
来
て
く
る
。
そ
の

一
つ
一
つ
を
積

惨年末の犯罪1こ遭わない定め|こ4
「舎年中にこれだけは済ませておき定い」

「ムムの料金は舎年中に支払わなければ J 

年の瀬は、これもしなければ、あれもしな

が
設
け
ら
れ
利
別
は
瀬
棚
村
の
管
轄

で
あ

っ
た
。
明
治
初
年
瀬
棚
村
か
ら

「
利
別
村
」
が
分
村
し
た
。

そ
の
当
時
の
住
民
意
思
を
反
映
す

る
機
関
と
し
て
は
、
総
代
人
制
度
が

あ
り
住
民
の
利
害
得
失
に
関
す
る
事

項
に

つ
い
て
戸
長
か
ら
協
議
を
受
け

る
だ
け
で
あ

っ
た
。

明
治
ぬ
年
利
別
村
は
、

2
級
川
村

制
的
施
行
に
よ
り
戸
長
役
掛
か
ら
村

役
場
と
改
め
ら
札
た
。
織
決
機
関
は

総
代
人
制
度
か
ら
村
会
制
度
が
設
け

ら
れ
、
定
数
凶
名
、
任
期
2
年
で
あ

り
、
議
長
は
村
長
が

つ
と
め
た
。

昭
和
4
年
利
別
村
が
1
級
町
村
制

が
施
行
さ
れ
、
議
員
定
数
同
名
、
任

期
が
4
年
と
な

っ
た
。
昭
和
ロ
年
人

口
増
か
ら
議
員
定
数
剖
名
と
な
っ
た
。

終
戦
後
、
新
憲
法
に
な
り
議
会
制
度

が
で
き
独
立
し
た
。

昭
和

n年
利
別
村
が
今
金
町
に
改

称
さ
れ
た
。
昭
和
初
年
経
費
の
節
減

か
ら
議
員
法
定
数
日
山
名
を
初
名
と
し

た
。
更
に
、
昭
和
国岨
年
織
民
法
定
数

幻
名
を
同
名
と
し
た
。

織
会
開
設

ω周
年
を
迎
え
、
先
人

的
努
力
と
栄
町
灯
を
消
す
、
」
と
な
く
、

郷
土
発
展
に
努
力
し
た
い
U

と
の
式

辞
が
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り

表
彰
状
贈
呈
者

• 
み
重
ね
て
、
楽
し
く
、
面
白
く
、
自

分
の
町
に
愛
情
を
も

っ
て
取
り
組
む

こ
と
で
あ
る
。

動
植
物
、
人
問
、
化
学
を
結
ぴ
発

展
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
で
な
い
と

町
は
破
喫
し
て
し
ま
う
。
自
分
を
拾

ければと、な巳ガとあわただしくなります。

忙しさでつい家の力ギを掛け忘れだり、大切

なものを置き忘れるなど、ちょっとしだ川也、

スリにとって絶沼の稼ぎ時です。

ドロボーは、あなだのちょっとした気のゆ

るみを狙っています。年末!こ空き巣やスリな

どの彼害に遭わないために、次のことに注意

してください。

⑦ 外出するときは、定とえわずかな時間でも

カギを掛ける。ま芝、隣近所に一声かけて

留守を頼むことも忘れず!こ。

函館市大森町19の 6

第 2回 "召和62'1三1月 9EI 

午前10時一午後 2時30分

函館市民会館 3附

函館市湯川町 1丁目 32の 1

骨

u
我
弁
{正
一

浅
田
武
三
郎

今

村

藤
次
郎
鈴
木
幾
太
郎
加
藤
勧
助

河

端

盟

( 2 ) 

" .t¥のスキ"が狙われます

のスキ"ガできやすいこの時期は、空き巣や

L一一

冬期間道外就労の集
団
現
地
選
考
会
の
お
安日
勺

せ

冬期間道外就労を希望す

る方のため、東京、神話時川、

千葉、埼玉、愛知、大阪等

の需要地への集団現地選考

会(就労期間は概ね 4ヵ月

以上 6ヵ月まで)を次のと

おり開催しますのでご希盟

の方は当日ご来場ください。

~è. 

・開催日時現び会場

第 1回昭和61年 12月12日

午前 9時30分一午後 21時

函館建設業会館 3附

感
謝
状
贈
呈
者

女
口
届
儀
八
村
上
美
三
雄

加

藤

五

郎

弁

村

金

蔵

長

谷

川

敏

一

伊

藤
綱
線
大
越
藤
夫
部
ぬ
千
三

松
浦
武
雄

。
暦
代
書
紀
長
、
事
務
局
長
。

小
西
恒
旗

戸
沢
定
勝
重
村
栄
吉

古
畑
正
勝
森
野
庄
平
小
西
敏
明

こ
の
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
元
副

議
長
の
伊
藤
綱
義
さ
ん
か
ら
「
町
政

発
展
に
努
力
し
て
き
た
が
期
待
に
そ

う
こ
と
な
く
過
ぎ
て
き
た
。
表
彰
は

身
に
あ
ま
る
も
の
が
あ
り
本
日
の
感

激
を
胸
に
町
政
発
展
に
努
め
た
い
U

と
の
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

来
賓
か
ら
の
祝
僻
が
あ
り
「
地
方

自
治
は
住
民
参
加
、
住
民
自
治
で
あ

る。

地
方
自
治
の
活
性
化
が
重
裂
で

あ
る
。
財
政
は
窮
鳳
に
な

っ
て
き
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
は
何
を

選
よ
か
が
大
切
で
あ
る
。
外
国
で
は

地
方
自
治
体
に
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を

し
め
て
い
る
。
日
本
も
こ
れ
か
ら
は

そ
う
し
た
時
代
に
な
る
と
思
う
日

な
ど
、
更
に
「
今
金
町
が
今
日
あ
る

の
は
視
先
が
流
し
た
汗
と
涙
の
結
日
出

で
あ
る
。
本
日
の
官
官
ぴ
を
明
日

へ
の

て
て
他
人
を
兄
る
べ
き
で
な
い
。

白

か
ら
の
中
で
解
決
す
る
こ
と
が
町
づ

く
り
で
あ
り
、
自
分
の
天
地
の
中
に

白
分
達
を
見
い
だ
し
て
行
く
こ
と
が

目
線
発
見
に
な
る
U

と
言

っ
た
よ
う

な
概
要
の
話
し
が
あ
り
ま
し
た

a

②多額の現金は、なるべく手元に置かないよ

うに。通帳と臼鑑は別々に保管を。

③混雑する場所へ行くときは、必要以上の現

掛けるよう1こ。車の中には現金怠ど大切な

ど細Iωの注意を払う。

⑤車や自転車を駐車するときは、必ず力ギを

金を持ち歩かない。

@大金を持ち歩くときは、複重宝で行動するな

ものを置ガない。

※開催 日以前の1:~I I，..、合わせ

』立を歪26 ー 0735件~ *~441 -"、

函館公共職業安定所か ら

昨11両国
( 3 ) 



各
界
で
長
年
の
功
紡
を
残
し
た
人
に
附
ら
れ
る
旧
年
度
の
秋

の
叙
勲
が
日
月
3
日
付
で
決
り
ま
し
た
。

こ
の
授
賞
者
に
今
金
町
長
河
端
盟
今
金
土
地
改
良
区
理

事
長
土
田
勝
太
郎
両
氏
が
秩
の
叙
勲
の
栄
台
に
姉
い
た
も

の
で
す
。

E 
= 
= 
= 
三
= 
= 
= 
三
= 
= 
三

三
= 
= 
= 
= = = 
= 
= 
= 
= 
三
= 
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= 
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= 
= 
三
= 
= 
三

= 
= 
= 

= 

駒
田
等
瑞
宝
章
(
地
方
自
治
功
労
)

河

鑓

-
さ
ん
刷
栄
町

こ
の
受
鮮
の
結
び
を
次
の
よ
う
に

跨
っ
て
い
ま
し
た
@
「
干
惣
も
し
な
い

叙
勲
、
光
栄
で
怒
び
に
た
え
ま
せ
ん
。

こ
れ
も
町
民
や
役
場
職
員
の
協
力
の

お
陰
。
病
に
倒
れ
今
期
限
り
で
町
長

を
辞
め
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
今
ま

表彰 |善行者」舎盆町表彰条例に基づく r功労者、

圃圃匝引園管雪嗣量買圃
で
の
体
験
を
生
か
し
、
桧
山
地
方
の

た
め
に
役
立
つ
こ
と
を
し
た

い」

と

話
し
て
い
ま
し
た
。

河
端
さ
ん
は
、
明
治
相
年
今
金
町

に
生
ま
れ
、
昭
和
8
年
現
役
兵
と
し

て
入
隊
、
二
度
内
召
集
を
受
け
て
終

戦
と
と
も
に
帰
郷
後
、
農
業
に
従
事

し
ま
し
た
。

昭
和
お
年
に
地
域
佐
民
か
ら
推
挙

さ
れ
て
今
金
町
誠
会
議
円
以
に
就
任
、

以
来
迎
続
五
期
に
わ
た
り
在
職
、
そ

の
川
線
長
に

一
期
就
任
後
、
昭
和
刊

年
今
金
町
長
に
就
任
し
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

こ
の
間
、
今
金
町
総
合
計
画
の
樹

立
を
図
り
長
期
的
展
望
に
た

っ
て
鯛

和
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
的
、
健
全

• • 
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
功
労
者
、

普
行
者
に
対
す
る
表
彰
式
が
日
月
1

H
町
民
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
州
制
さ

れ
関
係
者
的
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
.

表
彰
に
あ
た
り
、
河
端
町
長
等
か

ら
「
多
年
に
わ
た
り
町
政
発
展
に
ご

努
力
、
ご
労
苦
に
対
し
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後

一
層
の
こ
努
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
d

ま
た
「
何
時

財
政
の
巡
蛍
に
努
め
て
き
た
。
ま
た
、

昭
和
問
年
桧
山
支
庁
管
内
町
村
会
副

会
長
に
就
任
、
管
内
の
開
発
促
進
の

た
め
に
努
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
.
ま

た
、
地
域
開
発
を
重
点
と
し
て
行
政

を
進
め
、
後
志
利
別
川
流
域
の
保
全

を
目
的
と
し
て
、
洪
水
制
節
ダ
ム
の

建
設
に
心
血
を
注
ぎ
、
昭
和
日
年
度

全
体
実
施
設
計
調
査
が
採
択
さ
れ
、

昭
和
同
年
国
営
美
利
河
多
目
的
ダ
ム

建
設
着
工
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

更
に
、
民
業
基
盤
技
術
事
業
、
農

業
改
普
事
業
に
着
手
し
た
.
昭
和
田

年
度
に
は
地
場
資
源
的
有
効
活
用
を

と
地
域
特
産
品
生
産
セ
ン
タ
ー
円
建

設
を
図
り
、

地
域
の
活
性
化
と
地
州
倒

産
業
の
様
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。

交
通
問
姐
に
つ
い
て
も
、
因
追
加

号
の
改
良
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
に
つ
い
て
は
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ム
盟
舟
閣
の
設
置
、
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
精
神
薄

弱
者
施
設
光
の
旦
学
園
の
設
置
を
し

て
き
ま
し
た
。

保
健
衛
生
に
つ
い
て
は
、
昭
和
柑

年
町
立
国
保
病
院
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
施
設
の
場
入
、
国
保
病
院
の

改
築
を
し
近
代
的
な
医
療
施
設
を
も

っ
地
峡
の
中
核
病
院
と
し
て
位
置
を

図
っ
て

い
ま
す
。

教
育
振
興
に

つ
い
て
は
、
昭
和
町
四

年
度
に
統
合
中
学
校
内
建
設
、
地
域

各
差
の
な
い
平
等
教
育
を
図
る
な
ど
、

町
時
代
に
も
若
者
に
対
す
る
役
例
希

望
は
大
き
い
J
V

な
ど
の
あ
い
さ

つ
が

あ
り
ま
し
た
。

受
制
W
4
引
を
代
裂
し
て
、

A
f
金
土
地

改
品
区
型
事
長
土
問
勝
太
郎
さ
ん

か
ら
「
今
目
的
栄
誉
は
、
」
れ
に
勝
る
も

の
は
な
い
。

私
た
ち
は
与
え
ら
れ
た

使
命
を
ま
っ
と
う
し
て
き
た
だ
け
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
れ
を
機
に

社
会
に
つ
く
し
て
行
き
た
い
。
今
後

各
小
学
校
の
改
築
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

以
上
の
よ
う
な
慨
袈
で
あ
り
ま
す

が
、
数
々
の
武
紛
を
基
に
こ
の
度
撤

回
等
瑞
宝
立
の
栄
誉
に
輝
い
た
も
の

で
す
。

勲
五
等
瑞
宝
章
(
道
開
発
事
機
功
労
)

土
田
勝
太
郎
さ
ん
側
寒
昇

土
問
さ
ん
は
、
大
正

5
年
今
金
町

に
生
ま
れ
‘
昭
和
ロ
年
現
役
兵
と
し

て
入
隊
、
終
戦
と
と
も
に
帰
郷
後
段

業
に
従
事
し
、
自
家
農
業
を
通
じ
て

土
地
改
良
事
業
に
情
熱
を
燃
や
し
段

業
生
産
基
盤
の
整
備
向
上
に
努
力
さ

れ
ま
し
た
。

昭
和
お
年
地
場
住
民
の
信
頼
を
受

け
今
金
土
地
改
良
区
現
事
に
選
出
さ

れ
、
区
の
財
政
の
健
全
化
及
ぴ
円
滑

な
る
迎
泣
に
務
め
ら
れ
ま
し
た
.
ま

た
、
園
出
北
桧
山
左
伴
地
区
置
制
か

ん
が
い
排
水
事
業
的
実
施
、

州M
業
開
問

造
改
善
事
菜
、
そ
の
他
各
種
団
体
首

卒
業
、
非
補
助
事
業
の
推
進
と
諮
問

• • 
一
肘
の
ご
鞭
踏
を
賜
り
た
い
。
」
と
忍

び
を
知

っ
て
い
ま
し
た
。

功

労

表

彰

者

土
田
勝
太
郎
さ
ん
(
刊
)
寒

T

昇

土
田
さ
ん
は
、
昭
和
お
年
3
月
か

ら
北
楠
山
土
地
改
良
川
刷
業
協
同
組
合

理
事
、

A
1
金
土
地
改
良
区
理
事
長
な

ど
を
歴
任
さ
れ
、
現
在
ま
で
一
貫
し

て
土
地
基
盤
整
備
事
業
の
推
進
に
努

力
さ
れ
る
な
ど
、
今
金
町
の
発
展
に

尽
く
さ
れ
る
と
と
も
に
地
峡
開
発
の

娠
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

日
下
昭
二
部
さ
ん
(
日
)
花

石

日
下
さ
ん
は
、

昭
和
叫
年
5
月
か

ら
現
在
ま
で
述
統
4
剃
今
金
川
議
会

議
員
に
就
任
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
町

監
査
委
員
、
花
石
部
落
連
合
会
長
な

ど
を
歴
任
さ
れ
、
今
金
町
の
発
展
に

尽
く
さ
れ
る
と
と
も
に
地
方
自
治
振

興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

狭
間

勝
昭
さ
ん
(
幻
)
八
幡
町

狭
間
さ
ん
は
昭
和
刊
年
5
月
か

ら
現
在
ま
で
述
統
4
捌
今
金
町
職
会

職
員
に
就
任
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
人

椀
擁
護
委
員
、
今
金
町
商
工
会
理
事

な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
今
金
町
内
発
展

に
尽
く
さ
れ
る
と
と
も
に
地
方
自
治

組
の
解
決
に
お
年
間
余
に
わ
た
り
重

貨
を
刷
用
た
し
ま
し
た
.

こ
の
笑
績
を
か
わ
れ
、
昭
和
刊
年

理
事
長
に
就
任
、
国
詰
関
辿
及
び
地

区
内
の
用
排
水
路
施
設
の
整
備
、
回

場
整
備
事
業
の
推
進
等
、
各
種
土
地

改
良
事
業
の
推
進
に
着
手
、
地
域
内
融

業
生
産
基
盤
の
整
備
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

( 4) 

こ
う
し
た
実
絞
が
古
川
く
評
価
さ
れ
、

昭
和
岨
年
北
海
道
土
地
改
良
事
業
団

体
迎
合
会
楠
山
支
部
長
に
推
き
よ
さ

れ
管
内
農
業
基
盤
整
備
事
業
の
推
進

に
献
身
的
な
努
力
を
さ
れ
、
昭
和
刊

年
に
は
‘
問
迎
合
会
本
部
理
事
と
し

て
辿
合
会
の
運
営
及
び
国
営
耕
地
蜂

備
等
、
委
円
以
会
の
常
任
委
員
と
し
て

全
道
続
税
に
わ
た
り
土
地
改
良
事
業

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

更
に
、
昭
和
柑
年
今
金
町
土
地
開

発
公
社
理
事
、
開
発
計
画
委
員
会
委

員
、
北
部
楠
山
総
合
か
ん
ば
い
推
進

委
員
会
委
員
、
今
金
町
総
合
計
画
策

定
審
議
会
委
員
、
農
家
経
営
安
定
推

進
委
員
会
委
員
、
防
災
会
議
委
員
、

土
地
利
用
計
画
策
定
審
議
会
委
員
な

ど
地
方
自
治
的
挺
興
に
も
多
大
な
る

武
献
を
さ
れ
地
域
発
展
に
努
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
賄
々
の
実
紛
が
総
め
ら

れ
、
勲
五
等
瑞
宝
章
の
栄
営
に
制
い

た
も
の
で
す
.

振
興
に
日
献
さ
れ
ま
し
た
。

谷
田

隆

丘

さ
ん
(
臼
)
神

谷
田
さ
ん
は
、
昭
和
刊
年
5
丹
か

ら
現
在
ま
で
連
続
4
期
今
金
町
議
会

議
員
に
就
任
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
今

金
町
内
同
業
協
同
組
合
監
事
、
理
事
な

ど
を
暦
任
さ
れ
今
金
町
の
発
展
に
尽

く
さ
れ
る
と
と
も
に
地
方
自
治
振
興

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
.

善

イ寸

表

彰

今
金
町
赤
十
字
奉
仕
団

昭
和
幻
年
ロ
月
結
成
以
来
、
日
本

赤
十
字
の
信
条
の
も
と
に
地
峨
社
会

の
生
活
文
化
、
指
祉
の
向
上
と
世
界

の
平
和
に
尽
く
す
、
」
と
を
目
的
と
し
、

地
域
社
会

へ
の
奉
仕
活
動
や
歳
未
助

け
あ
い
巡
動
な
ど
に
尽
力
し
、
町
の

公
益
事
業
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

今
金
町
青
年
会
議
商
工
会
青
年
部

昭
和
幻
年
ロ
月
結
成
以
来
、
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
活
動
と
し
て
郷
土

物
産
、
郷
土
芸
能
の
普
及
発
展
に
努

め
る
ほ
か
、
産
業
ま
つ
り
、
百
ま
つ

り
な
ど
各
種
行
事
の
企
画
運
営
に
参

閥
、
観
光
而
の
振
興
発
展
に
尽
力
し
、

町
の
公
益
事
業
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

R-M 



今
野

傭
さ
ん
側
末
広
町

こ
の
表
彰
は
、
自
治
相
が
本
年
度

か
ら
地
方
議
会
で
お
年
以
上
在
職
し

た
銭
円
以
に
対
し
て
感
謝
状
を
附
る
こ

と
と
し
、
問
月
初
日
東
京
永
岡
町
内

憲
政
記
念
館
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。今

野
さ
ん
は
、
昭
和

n年
今
金
町

議
会
議
員
に
就
任
以
来
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
間
、
総
務
常
任

委
員
会
副
委
員
長
を
2
期
、
議
会
選

出
監
査
委
員
を
2
期
、
副
議
長
1
期
、

昭
和
判
年
に
議
長
に
就
任
し
て
以
米

今
日
に
至
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

こ
の
他
、
昭
和
幻
年
か
ら
お
年
ま

で
今
金
町
森
林
組
合
代
表
監
事
、
楠

山
管
内
迎
合
P
T
A
会
長
、
北
海
道

小
中
学
校
P
T
A
理
事
、
昭
和
制
年

か
ら
同
年
今
金
中
学
校
P
T
A
会
長
、

昭
和
泊
年
か
ら
珂
年
自
衛
隊
父
兄
会

今
金
支
部
長
、
更
に
は
、
昭
和
訓
年

パス停留所位置図 |
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-
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な
ど
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

更
に
、
補
償
方
法
に
つ
い
て
、
高

校
通
学
者
及
び
通
勤
者
に
係
る
料
金

か
ら
今
金
町
体
育
協
会
長
‘
昭
和
柑

年
か
ら
槍
山
管
内
体
育
協
会
連
給
協

議
会
長
等
、
議
会
活
動
ば
か
り
で
な

く
、
教
育
に
関
す
る
こ
と
、
地
域
に

お
け
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど

に
も
理
解
を
も
た
れ
、
町
ぐ
る
み
の

ス
ポ
ー
ツ
と
情
熱
を
傾
注
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

表
彰
歴
も
日
本
P
T
A
迎
合
会
長

表
彰
を
始
的
、
全
国
町
村
織
全
犠
打
虻

永
年
勤
続
特
別
表
彰
、
北
海
道
教
育

委円
以
会
表
彰
等
、
数
々
の
受
賞
を
し

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
諸
々
の
功
紛
が
認
め
ら

れ
、
こ
の
表
彰
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

故
津
島
一
良
さ
ん

本
町

た
津
島
さ
ん
は
、
昭
和
印
年
か
ら
昭

和
引
年
ま
で
在
職
、
公
正
也
人
事
行

政
的
確
立
に
尽
力
さ
れ
、
地
方
公
共

団
体
の
行
政
の
民
主
的
か
つ
能
率
的

な
迎
訟
に
貢
献
し
た
も
の
で
す
。

仁コ瀬棚線代替パス輸送計画仁二
英利河駅

t出叫辺国畠連副
お別れ列車は3月15日.• .パス運行lま3月16日

更
に
、
昭
和
制
年
か
ら
臼
年
ま
で

行
政
相
続
委
員
と
し
て
、

昭
和
刊
年

か
ら
引
年
ま
で
今
金
保
健
所
管
内
術

生
団
体
迎
合
会
長
、
昭
和
印
年
か
ら

剖
年
ま
で
今
金
社
会
初
祉
協
議
会
監

事
な
ど
を
務
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

日
本
田
有
鉄
道
経
営
再
建
促
進
特

別
措
置
法
が
昭
和
田
年
に
制
定
さ
れ

て
今
日
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
経

過
を
え
て
臼
年
2
月
3
日
い
よ
い
よ

国
鉄
瀬
棚
線
も
来
春
を
も
っ
て
廃
止
、

パ
ス
転
換
へ
と
や
む
な
く
決
定
と
な

り
ま
し
た
。

代
叫
廿
輸
送
に

つ
い

て
は
、
「
長
期
的

な
安
定
性
、
公
4
1
h

性
」
の
あ
る
と
こ

ろ
で
な
け
れ
ば
秘
め
ら
れ
な
い
と
し

て
、
函
館
パ
ス
が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

8
月
2
日
沿
線
関
係
4
町
長
等
が
出

席
し
て
函
館
パ
ス
と
協
議
、
代
替
パ

ス
輸
送
は
函
館
パ
ス
が
引
き
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
更
に
、

8
月

白
日
に
4
町
合
同
議
員
協
議
会
を
開

催
し
、
輿
論
は
あ
る
と
し
て
も
事
業

主
体
は
「
函
館
パ
ス
」
に
代
替
輸
送

を
ま
か
せ
る
こ
と
の
最
終
決
定
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
経
過
の
中
で
、
国
鉄
瀬

棚
線
代
M
U
パ
ス
輸
送
別
曲
に

つ
い
て

検
討
が
重
ね
ら
れ
、

問
月
7
日
第
4

回
瀬
棚
線
代
M
M
パ
ス
輸
送
計
画
策
定

作
業
グ
ル
ー
プ
が
試
算
提
示
し
た
そ

れ
ぞ
れ
の
計
画
案
を
叩
月
初
日
地
元

こ
う
し
た
功
績
に
対
し
、
昭
和
的
年

行
政
相
談
委
員
と
し
て
総
務
庁
長
官

か
ら
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
.
以
上
の

功
紛
が
詑
め
ら
れ
て
今
回
の
表
彰
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

( 6 ) 

こ
の
表
彰
は
、
公
平
委
員
会
制
度

お
周
年
に
あ
な
り
、
永
年
勤
続
者
に

対
し
自
治
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

• • 
茶屋川駅

の
補
償
を
す
る
も
の
で
す
。
高
校
生

は
、
在
学
生
2
年
生
に
つ
い
て
は
1

ヵ
年
分
、

1
年
生
に
つ
い
て
は

2
ヵ

.花石

・生産センター前

.花石橋
.中里七号

.中里小学校前

• • 
議
員
協
議
会
に
お
い
て
検
討
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
初
期
投
資
事

業
計
画
案
と
し
て

-
代
替
パ
ス
運
行
に
伴
う
施
設
等
の

整
備
に
つ
い
て

ー
、
パ
ス
車
庫
を
長
万
部
に
明
築

及
び
北
楠
山
地
区
に
雄
設
す
る
。

2
、
パ
ス
乗
務
員
駐
泊
所
を
長
万

部
及
び
北
楠
山
地
区
に
改
築
す

る。

3
、
パ
ス
待
合
所
を
北
格
山
及
び

今
金
地
区
に
設
置
す
る
。

4
、
パ
ス
発
着
場
を
長
万
部
地
区

に
設
置
す
る
。

5
、
パ
ス
回
転
場
を
瀬
棚
地
区
に

設
置
す
る
。

6
、
パ
ス
事
務
室
を
北
棺
山
地
区

に
股
置
す
る
。

7
.
大
型
パ
ス
車
両
9
阿
を
購
入

す
る
。

自
、
バ
ス
停
撚
織
を
停
問
所
初
簡

所
に
放
置
す
る
。

9
、
パ
ト
ロ
ー

ル
車
1
台
、
機
械
、

工
共
、

備
品
等
を
購
入
す
る
。

山
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街

種川駅

年
分
、
新
入
学
生
徒
に
つ
い
て
は
3

ヵ
年
分
を
、
通
勤
者
に

つ
い
て
は
1

カ
年
分
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
汽
車

料
金
と
パ
ス
料
金
と
の
差
額
分
を
転

さF23:3つ
b

F

'

P

E

』

『

闘

す

ま

取

幹

事

さ

ん

税

金

も

予

算

に

ま

れ

け

、
1

4

1

・

1
・切

り

さ

受

期

ク

る

か

者

給

税

な

税

ず

時

y

す

が

o

w
品

公

こ

に

と

謀

必

の

ナ

食

税

す

経

際

。

実

拠

は

を

会

ス

飲

強

ま

の

の

す

碓

祇

合

証

年

。

で

泊

り

脂

そ

ま

に

た

場

収

新

た

外

等

あ

は

し

道

れ

な

領

し

ど

食

が

金

波

は

ら

う

給

金

ま

な

飲

と

税

を

証

め

よ

公

年

り

プ

理

こ

の

託

収

納

の

で

忘

な

ラ

料

る

こ

収

鎖

が

次

の

と

ク

と

か

領

の

金

す

機会が$くなりました。

このようなl苫で飲食する

が受け取り、

ってくださ，" 

-遊興 ・飲食の場合

飲食料金の10%が税金とし

接待を伴わないときは 1人 2

てかかります。但し、女性の

千500円まで税金はかかりませ

ん。

丹羽駅

換
交
付
金
か
ら
補
償
す
る
も
の
で
す
。

更
に
、
国
鉄
瀬
棚
線
の
列
車
と
パ
ス

転
換
日
に

つ
い
て
は
、
国
鉄
分
割
民

営
化
と
統
一
選
挙
と
の
関
係
か
ら
転

瀬棚駅

-
上
三
本
杉

換
日
が
早
め
ら
れ
「
お
別
れ
列
車
」

は
位
年
3
月
日
日
「
パ
ス
逆
行
」
は

位
年
3
月
刊
日
か
ら
と
決
定
に
な
り

ま
し
た
。

-宴会な Eでウイスキー、焼

す。女性接待の伴わない場合

は合計額が l人2千5∞円まで

税金はかかりません。

このほかに旅館で飲食した場合

も前と同峨に税金がかかります。

1人 1泊 2食の料金が5，

o∞円を超えると料金がら2，500

円を控除した級の10%の税金が

電話01395-2 -10101勾品県254

(7) 

置す等を持ちこんで飲食Ltこ場

合、持ちこんだ飲み物、 般

小売価格相当分と飲食料金的

合計額の10%が税金となりま

更に、

かかります。

詳細については、輸山支斤苛見

務課rm税係へ



昭和61年度舎金町安通安全・防犯住民大会

-決明るいまちづくり
ーー置困画面国圃両日唖回

担
い
手
で
あ
る
背
少
年
の
健
全
な
育

成
を
図
る
こ
と
は
、
住
民
の
貨
務
で

あ
り
ま
す
d

こ
の
大
会
が
、

日
月
刊
山
日
道
警
音

楽
隊
を
抑
制
き
「
交
通
事
故
の
な
い
ま

ち、

犯
却
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
的
と
し
て
開
山
川
、
あ
い
に

く
の
雨
天
の
た
め
、
道
警
と
住
民
に

よ
る
市
街
パ
レ
ー
ド
に
よ
る

P
R
を

変
更
、
総
合
体
育
館
で
大
会
附
僚
と

な
り
ま
し
た
。

道
管
音
楽
隊
は
犯
人
に
よ
る
も
の

で
「
南
部
牛
追
歌
、
新
世
界
、
揚
の

ま
ち

エ
レ

ジ
」
な
ど
を
始
的
、
ち

び
っ
子
に
人
気
あ
る
テ
レ
ビ
マ
ン
ガ

「
日
本
背
ぱ
な
し
、
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太

郎
」
な
ど
日
山
を
山
山
梨
、

交
通
事
故

に
つ
い
て
「
ド
ラ
イ
バ
ー
ば
か
り
で

な
く
歩
行
者
も
'
父
通
安
全
に
気
を
つ

け
て
ほ
し
い
U

と
訴
え
ま
し
た
。

疋
に
、
道
智
カ
ラ
l
ガ
1
ド
隊
内山

人
を
加
え
て
、
判
人
に
よ
る
ド
リ
ル

泌
興
が
蚊
践
さ
れ
、
古
楽
に
合
っ
た

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
動
き
に
観
集
捌
人
余

り
を
魅
了
し
、
喝
釆
を
受
け
て
い
ま

し
た
。道

警
音
楽
隊
は
、
幻
年
に
結
成
し

て
福
祉
施
設
の
訪
問
平
明
る
い
ま
ち

づ
く
り
の

P
R
を
目
的
に
各
市
町
村

を
訪
問
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
後
、
住
民
大
会
が
開
か
れ
、

河
端
町
長
か
ら
「
北
海
道
的
交
通
事

故
死
は
全
国

一
で
あ
っ
た
が
、
今
年

は
第
4
位
と
な
っ
て
い
る
。
本
町
的

交
通
安
全
を
保

っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

背
少
年
の
他
全
育
成
を
図
っ
て
ほ
し

い
。
こ
の
こ
と
は
望
み
で
あ
る
。
町

民
的
協
力
な
く
し
て
は
目
的
連
成
は

で
き
な
い
の
で
今
後

一
胞
の
協
力
を

蹴
い
た
い
d

と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。こ

れ
に
引
き
続
い
て
、
今
金
小
学

校
児
童
会
長
長
崎
大
輔
君
か
ら
「
地

球
よ
り
重
い
生
命
を
大
成
に
」
と
、

ま
た
「
尊
い
生
命
を
う
ば
う
交
通
事

故
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、

昨
日
も
今
日
も

私
た
ち
の
小
さ
な
胸
を
悲
し
ま
せ
る
。

な
ぜ
|
|
ど
う
し
て
ー
ー
と
大
き
な

戸
で
叫
び
た
い
。
交
通
事
故
は
ぜ
っ

た
い
に
い
や
で
す
U

と
控
い
の
一一お
諜

1 • • 
φ
日
ら
防
犯
に
つ
と
め
恭
力
を
追

放
し
犯
出
の
な
い
明
る
い
ま
ち
を

築
き
ま
す
。

②
町
民
み
ん
な
で
健
や
か
な
「
今

金
町
子
」
を
育
て
ま
す
。

な
ど
の
決
械
を
し
て
こ
の
大
会
を
終

第

17 

回

例
年
の
総
合
文
化
祭
が
、
日
月
I

H
2
日
3
日
の

3
日
間
に
わ
た
り
総

合
体
育
館
に
開
催
、
幻
団
体
が
参
加

し
ま
し
た
.

展
示
部
門
は
、

今
年
か
ら
銑
栽
愛

総
-6.. 
cコ

文

化
受~
刀て

抑
会
、
各
季
節
保
育
所
が
初
参
加
す

る
な
ど
1
、
2
0
0
M
の
体
育
館
が
狭

く
感
じ
る
ほ
ど
の
作
品
数
、
ち
ぎ
り

絵
な
ど
は
年
々
作
品
点
数
が
噌
加
す

る
傾
向
に
あ
る
な
ど

.
7
y
キ
ン
グ

サ
ー
ク
ル
で
は
地
元
特
産
品
で
あ
る

ジ
ャ
庁
イ
モ
、
カ
ボ
チ
ャ
、
人
参
、

野
菜
な
ど
を
利
用
し
た
ケ
ー
キ
風
料

理
が
展
示
さ
れ
、
今
場
の
雰
囲
気
を

一
段
と
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
特
別
展
示
作
品
は
、
函
館

市
在
住
の
尾
聞
き
ん
の
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
展
や
高
橋
さ
ん
の
ロ
7

ン
ド

ル
展
な
ど
が
彩
り
を
添
え
る
な
ど
、

参
加
作
品
の
内
容
も
充
実
し
て
き
て

い
る
よ
う
に
忠
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
義
利
河
海
牛
化
石
別
査
研

究
会
コ
ナ
で
は
‘
京
都
大
学
医

学
部

他
訓
教
綬
を
捌
き
鴇
泌
が
あ

り
、
英
利
河
海
牛
化
石
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
「
海
牛
は

4
千

万
年
前
熱
情
地
方
か
ら
寒
冷
地
方
に

住
む
よ
う
に
な
っ
た
.
1
0
0
万
年
、

2
0
0
万
年
前
も
の
軍
要
な
化
石
で

す
。
そ
の
北
口
、
海

4
は
ど
ん
な
食
事

を
し
て
い
た
か
、
ど
ん
な
泳
ぎ
を
し

て
い
た
か
興
味
深
い
も
の
で
す
。

化

石
の
発
掘
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い

て
後
ま
で
伝
え
て
ほ
し
い
。

歴
史
を
考
え
、
知
る
こ
と
が
大
事

で
す
。
自
分
迷
の
住
ん
で
い
る
と
こ

ろ
の
隆
史
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
.

化
学
、
技
術
が
ど
ん
な
に
進
歩
し
て

も
自
然
の
歴
史
を
知
る
こ
と
、
調
べ

る
こ
と
が
大
切
で
す
己
と
話
し
て

い

ま
し
た
。

こ
う
し
た
種
々
の
似
し
に
観
覧
者

向
切
れ
間
が
な
く
、
た
え
ず
会
場
は

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

芸
能
部
門
で
は
、

1
目
的
ダ
ン
ス

パ

テ

ィ

で

閉
幕
、
光
の
盟
学
園

• 
7
し
ま
し
た
。

に
よ
る
「
光
太
鼓
」
を
始
的
、
「
狩
場

太
銭
、
民
間
耐
阜
、
カ
ラ
オ
ケ
、
四
平
」
・
な

ど
の
ほ
か
、

中
学
生
や
高
校
生
に
よ

る
バ
ン
ド
演
奏
、
更
に
は

一
般
と
団

団
体
が
参
加
、
歌
や
踊
り
、
フ
ア
y

シ
ョ
ン
シ
ョ
!
と
会
場
は
熱
気
一

杯

の
賑
わ
い
よ
り
で
し
た
。

日
月
日
日
に
は
音
楽
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
、
四
y
護
学
校
を
始
的
種
川

小
学
校
、
今
金
中
学
校
音
楽
部
な
ど

の
合
同
前
奏
、

楠
山
北
市
女
戸
合
川

図
、
コ

ー
ル
?
ミ
ー
な
ど
が
、
参
加
、

山
目
は
、
「
真
珠
の
首
飾
り
、
宇
宙
戦

鑑
ヤ
マ

ト
‘
い
い
日
旅
立
ち
、
あ
る

愛
の
詩
」
と
言
っ
た
皆
ん
な
が
知

っ

て
い
る
曲
目
ば
か
り
、

子
ど
も
か
ら

大
人
に
至
る
ま
で
の
楽
し
く
親
し
め

る
刊
曲
あ
ま
り
が
被
露
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
管
内
合
唱
祭
と
し
て
槍

山
北
校
生
が
参
加
す
る
な
ど
総
勢
旧

名
が
参
加
し
て
の
大
音
楽
祭
で
し
た
。

こ
の
音
楽
祭
を
も

っ
て
総
合
文
化

祭
す
べ
て
の
行
事
が
終
了
、
脱
況
意

義
あ
る
総
合
文
化
祭
で
し
た
.

( 8 ) 

が
あ
り
ま
し
た
。

更
に
‘
官
年
団
体
辿
絡
協
餓
会
代

表
し
て
、
成
問
正
春
さ
ん
か
ら

「交

通
事
故
が
激
相
す
る
今
日
.
い
か
に

し
て
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に

し
、
ま
た
、
交
通
事
故
が
お
き
な
い

よ
う
に
す
る
か
‘
関
係
機
聞
は
も
と

よ
り
、
わ
れ
ら
町
民
も
日
夜
努
力
し

て
い
る
。
本
日
こ
こ
に
決
意
を
新
た

に
す
る
日
な
ど
の
宣
言
や
防
犯
住
民

大
会
を
代
表
し
て
部
落
町
内
連
合
会

長
大
倉
啓
太
郎
さ
ん
か
ら
「
安
全

な
相
会
と
平
ね
な
生
活
的
確
保
、
秩

序
あ
る
地
域
社
会
的
発
展
は
住
民
共

通
の
願
い
で
あ
る
。
飽
か
で
明
る
く

住
み
よ
い
今
金
町
を
築
き
上
げ
る
こ

と
を
決
な
す
る
U

と
の
宣
言
が
あ
り

ま
し
た
。

最
後
に
大
会
決
議
が
あ
り、

交
通

安
全
指
導
員
会
長
幸
田
正
夫
さ
ん
と

背
年
団
体
連
絡
協
議
会
代
表
古
川

和
子
さ
ん
か
ら
「
安
全
で
快
適
な
交

通
社
会
を
築
く
こ
と
は
、
町
民
み
ん

な
の
願
い
で
す
。
私
た
ち
は
、
本
日

こ
こ
に
交
通
事
故
絶
滅
の
悲
願
を
こ

め
た
f

交
通
安
全
住
民
大
会
/
に
お

い
て
激
増
す
る
交
通
事
故
阻
止
の
た

め
町
民

一
丸
と
な
っ
て
全
力
を
注
ぎ

ま
す
U

や
「
犯
川掛
か
ら
自
分
を
苛
り
‘

安
全
な
生
活
を
営
む
た
め
に
は
私
た

ち
ひ
と
り

一
人
が
防
犯
の
な
識
を
お

め
、
地
域
ぐ
る
み
で
干
を
と
り
あ
っ

て
防
犯
述
動
を
展
開
、
次
代
的
担
い

末たすけあいにご協力ください。)

(をの季節、命はひとつ安全運誌を
( 9 ) 



⑫ 月 号 検診を受けて 明るい家庭づ〈り

み九なの健
項 目 出ていただ〈方 実施する日 時間 対象地区 実 施 会 場 備 考

1日仰 老人福祉センター

8日側 町民センタ ー
① 一般相談 全 住 民 10:00-15:00 全地区 健康相談、保健指導

15日明) 老人福祉センター

22日伺) ~I] 民センター

② {k抑t止S高H市~三本fH合総Sり灸 生後 6、 9ヶ月児 4日附 畳9:3付0~H1IT0C 川o1 11 11 保健指噂

③ 3 7昆 61年度未完了の方 4日附 " 11 匡| 保病 F完13:20-13:30 

歯科検診 8日明) 8 :30-9:10 行季般節保ず'Jj者
12:50-13:10 一幼虫 衛生教育、検診、染めだし、

1歳~
④ (7 .，ソ 9日ω " 今金幼稚閏 町民セ ン ター プラ yシング指導、 7，，/ソ塗

塗布) 就学前の全幼児
今小百金合常保設育保所有

布、f!MJIl指導、サホライド
10日制 " 

⑤ 旺附相蹴 妊 姉 グ〉 方 9日ω 畳 1-1時 1m全地区 11 検診尿察、保血液健検栄聾査指導子診.歯、科体指重測導定《時叫:::;:融〉 12:45-14:00 

循環器検 11日(羽 9 :00-10:00 
検尿、血液検査、心屯図、 l恨

⑥ 
1次検診を受け輿 13:00-14:00 

常のあった方
11 11 

底、診察、栄養指導、保健指導珍(2次) 12日幽

育児講座 畳9 ff時 間 保健指導
⑦ 

:30-叩 :凹
3 ケ 月 児 18日幽 11 11 

乳児健診 " If豆Z民a良市E:f世行gahFt事、 官。斗財之事平斗睦寸If白K送主事事12:30-13:00 

③ 
相尿病 糖尿病閲の方又は

22日間 13:30-16:00 食I同旨導、保健指導

教室 心のある方
11 11 

24日附 " " 今金保健所長時結

③ 餌巡l回E地I珍聞区 金原地区の方 25日附 14:00-15:00 金原地区 鈴童生活改普センター 診療科目 内科

⑬ 世見処世睦 2ヶ Hと252託売 25日附 13:00-14:帥 全地区 今金 保健所 コ関節X線写真

年末・年始のごみ収集計画
年末・年始は次のとおりごみを収集します。

⑨年末=次の日程巳より全旭区のごみを収集いだします.

年末の特別収集日 (28日までは、普通どおりJ

収集する地区名 |燃えるゴミ |燃えないごみ

今企町内全地区 I 12月30日ω12月29日ω

総 12月29日仰が通常のごみ収集臼に指定されている地区(今金A地区・制川-;xm河地区内開えるごみ)

いては、 29日は収集しませんので30日に出してください。

。燃えるごみの場合、
全地区とは現在収集
していない農村郡部
地区を除く。

につ

総 ステーションには、 ~J18 時30分までに出して く ださい。 (収集車が回 った後出されたごみは収集できませんJ. * 平日収集している収集車以外の車でもごみを収集Lますので.チ ャイムを略らさないでごみを収集する地区

もありますのでlI<Y=mJを司 って出t..:cください.

個体み=12月31日悼)-1月4日(凹まで金町すべての地区の収集を体ゐます.

※ 休みの期1:日中は、 ステーションにごみをtJ!， さないようお臨{いします.

圃年始=オ同5日間より通常の日程で収集車ガ回ります.

※ 1月5日開)が収!lI日とな っていない地区は、絶対にごみを出さないでください。

※ Iflは、 5・6・7日が第 l迎で8日一14日が第 2泊以下第 3・4・5遡とあ くまで¥普辿と同じ迎の2ftみ方をLます.

圏直接のごみ持込Ia:、12月31日附午後3時まで量入れます.

埋立地{最終処分施設)は 12月31日嗣午後 3時まで受入 1月11:1 -4日まで休みます.
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「一美利河に横断歩道一一一 「
標識新設一一」

この標識は、美利inJ背山商底横に新設、灯

火式道路標識と新しい式のもの、 一般標識は

日中は確認できますが夜間はわかりにくいも

のですが夜間になると灯火し、夜目にもはっ

きりとわか りやすくなっています。

これから冬の季節になります。歩行者も車

も充分気をつけてください。

• 
ぺ

社会福祉協議会だより
f凶人名XI刻司体名 |住 所 脊削 内容 省附先

「 消防、非常時に備え?寸
水槽車購kー」

消防今金支署では、火災予防、町民の生

命財産を保護することから、施設の整備を

図ろうと、 11月 1日水槽車 1台を購入しま

しTこ。

容量は、 10トン時間に して約15分程度の

消火能力がありそ うです。これによって、

特に冬期間の火災について水利が問題とさ

れていましたが緊急時には、暫定的な対応

ができそうです。

この水槽司王の利用は、タンク車、ポンプ

車の中継役を務めるものです。

今金市街を中心とする配備車は、

タンク車 1台

水槽車 l台

ポンプ車 3台

救急車 1台

指令車 l台 となり、

これによ ってひ とまず応急措置ができ安心

できるのではないでしょうか。

「 車免許の更新時の寸
主習は・・ ι 」

12月11日午後7時から

舎金町民センターにて

[ 10) 

• {少5，OOoPl
太j)¥'I太郎|昭和町Ij 

1 ~ 5 曲。J!J

小百合総ff同

先(f)'I~ 干附

鑓川ミY ヨ|稲誕!I<つ下カバー6<J足 街ジュース60本|盟 M 附

以 n 盟次|組川11カポチベ 刊例

枝川~人 クラブ |鍾 JI/ I -(EJff.他{;1JQ税制作E事臼:25名

川村タマチ|鈴金|少1∞.000川

Ji:. 1.訴 良夫 末広町 あめ78側

竹次 俊 PJj函館市 お'*{-J2，OOWI分

Ii!川 鉄 犬 if4英町 "ナナ "桁 お!.i!;{

J;I'谷 '11 ( 奥尻町 ホ，ケ56本

Jf '~i 印 刷 :l!C I!f 封筒 2，OOOf:文

I~ 名今 金 1'22，34制'1

止の 'I~ 詐凶

" 



|北海道の最低賃金の改定について|

北海道労働基準局では、このたび10月 1日

以降の北海道内に適用される最低賃金を下記

の とお り改定 しま した。

(産業別 最 低 賃 金)

品低賃金円件名
品眠時金額

日 官民 時間給

食料品製造業
3.889 487 
3.482 435 

幽 縦長 産 業 3.768 471 
木材 木製品家具 3.970 .497 
談師品製造業 3.506 439 
パルプ ・紙 ・紙 加工品 4.102 513 
製 迄 業 3.518 440 
出版 ・印 刷 同開辿産業 4.021 503 
野~ t農 土 石 3.973 497 問問迫産業

楠業(持械及び鰐・金自括属動製車経堅品等t相撲製泣 4.034 504 
主主:;) 3.524 441 

~[l ッE 輩 3.789 474 

12月の休日当番医

7日今金町国保病院 8② 0221

14日 北 檎山町国保病院 8④5321

21日楢崎医院(瀬棚町)ft⑦3021

28日今金町国保病院 ft@0221

31日平病院(北袷山町 )ft④5011

※ 31日は午 前中のみですのでご了承

ください。

OSゆ令住民の動態令。章。。号。

10月末現在

両日月対比

8，428 (+ 5) 

4，091 ( 0 ) 

4，337 (+ 5 ) 

2，568 (+3) 数

男

女

帯

人

世

口

C 

(地域包括 量 低 賃 金)

上記の産業別最低賃金が適用 されない労働 者t

に適用

l北海道I3.439 I 430 I 
※ 道内の すべての事業 に働 く労働者に適用

されますが、」ニ記の産業に働 く労働 者につ

いては、それぞれの産業別最低賃金が適用

されます。

※ 精皆勤干当、通勤手当、家 族手当は算入

されません。

最低賃金額以上の賃金を支払わないと最低

賃金法違反となり、処罰されることがありま

長男)東 町

長男)末広 町

2女)日進

長女)末広 町

2女)雨 栄 町

長女)商工団地

長女)南 町

す。
詳細 については、

屯昔舌0138-23ー 1276(函館労働基酔監骨密)

11 Oll-231-961l(北海道労働基継日 白金深)

のいずれかへおHH¥，、合わせ くだ さ い。

図 おたんじようおめでとう

船木悠右 10月3日(実

中道泉主 10月 9日(裕治

小池会蔀宇 10月15日(泰徳
日 か

加瀬彩絵 10月25日(俊久

吉間金晶子 10月31日(正

新居 美香 11月 1日 (昭夫

玉島 遼呼 11月 3日(孝之

固 いつまでもお Lあわせに

:% 久保田秀一 (八幡町)ニ平升 ひとみ(札幌市)

潟長内 秀樹 (大和町 )~松辺美幸{七飯町)

広 小西規之 (本町)~村上英忠(白石)

% 西 勝 明(八鈴) ~天升 裕美(緑町)

画面おくやみもう L晶げます

水 口 功 10月21日 69歳

峨越 ユオ 10月24日 77歳

笹森久四郎 10月26日 83歳

水野勝秋 11月 6日 67蔵

谷崎 佐野 11月 9日 91歳

西村 ハル 11月12日 69蔵

相 J后まさ 11月17日 86歳

八 束

寒羽

盟国

メζ 平廿 且1

ノL 長守

ト7 ン ケ ン

大 和町
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※ 役場・国保病院休みのお知らせ f量
に 緊急 月 日 役 場 病 院 場総務
申L 務用 12月30日

出く の
31日 楳

1月1日 全 体

病院事務
だき iは時 2日

全 f本3日 休日 当番医

い。備警ム"
4日
5日

~ 6日 午後から休み

3期分

6期分

12月25日が納期ですので

お忘れなく D

町 道民税

国民健康保険税
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